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研究成果の概要（和文）：国内の劇場・ホールを持つ公立文化施設の内、公演時外にホワイエを

オープンスペースとして開放している施設を、一般開放性を重視した劇場・ホール施設と定義

した上で、典型的な 5 施設の利用者を対象として公演時外及び公演時のホワイエを含む施設内

オープンスペースの利用実態と空間評価を行った。その結果、劇場・ホールを持つ公立文化施

設のホワイエを含む施設内オープンスペースの今後の計画に有効な基礎的資料を得た。 
 
研究成果の概要（英文）：The subject of this research is the example of public culture 
facilities including theaters, halls and foyer that value public openness. This research 
shows following points that are not research objects so far, (1) the research and 
analysis of utilization study on visitors and stayers in facilities except for performance 
time, (2) spatial assessment in performance time from the viewpoint of audience, and 
analysis on the difference of these spatial assessments. As a conclusion, this research 
will show basic important references of open-space planning including foyer in that 
value public openness. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)公共施設の開放性・有効利用が問われて
久しい。さらに、2003 年には、公共施設に
民間活力を利用する等の目的で、指定管理者
制度が施行されるなど、多様化する市民のニ
ーズに対する利用サービスの向上が、近年一

層求められている。劇場・ホールを持つ公立
文化施設もその例外ではなく、近年の建築設
計競技や建築設計プロポーザル、竣工後の劇
場・ホールを見ても、ロビー・ホワイエの日
常的な開放など、一般市民の施設利用を高め
る案が多く提案されているものも多い。 



表１ 調査対象５施設の概要 (2)しかしながら、今日まで開放性が重視さ
れているロビー・ホワイエ等の利用者空間の
利用実態について、特に公演時外について本
格的に調査・分析されてこなかった。そのた
め、その利用者空間の設計・計画上の参考と
なる基礎的資料が少ないのが現状と考える。 

 
 
 
 
 
 (3)当該研究の対象となる空間の利用者は大

きく 2 タイプに分けられ、公演時以外の一般
市民の施設利用者と、公演時の観客・聴衆で
ある。即ち、従来「ケ・ハレ」という言葉で
区別されて来た空間特性が同一の空間に求
められ、開放性が重視されているロビー・ホ
ワイエ等の利用者空間は、公演時の非日常性
のみならず公演時外の日常性という側面か
らも分析が必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
２．研究の目的  

  本研究では、上述した様な背景を鑑み、施
設利用の向上に積極的に取り組み一般開放
性を重視している劇場・ホールを持つ公立文
化施設（以下、公立文化ホールと略）を研究
対象として、(1)公演時外の施設利用・滞在
者を対象とした施設利用実態と施設評価を
調査・分析する。次に、(2)公演時の観客・
聴衆から見た空間特性を把握することを目
的とする。その結果、今後益々重要となる一
般開放性を重視した劇場・ホールの利用者空
間の設計・計画上の基礎的資料を得ることを
目的としている。 
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３．研究の方法  

 上述した様な特性を持つ５つの公立文化
ホールを対象とし、まず(1)施設の概要を把
握するため、各施設の設計者に施設の設計意
図、各施設の施設管理者に施設の管理運営方
針、設計者と施設管理者に施設の設置目的に
ついてヒアリングを行った（表２）。 

 
 
 
 
 

 (2)公演時外の施設内のオープンスペース注

1）（以下OSと略）の滞在者の分布を把握した。
そのために、空間的・機能的にひとまとまり
とみなせる利用者の滞在場所・空間（8～15
箇所）について、施設の開館から閉館まで 15
分毎の巡回撮影によるスチル写真の記録、及
び滞在者の人数・年齢層・性別・行為の内容
を観察・記録した。その結果を、コモンスペ
ース（以下 CS と略）全体と照らし合わせな
がらホワイエについても分析を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  (3) (2)の施設内の OS 滞在者を対象に、施

設の利用意識並びに利用場所・空間に対する  
印象評価などについて、紙面によるアンケー  

 ト調査（及び補足的にインタビュー）を行っ
た。そのデータから、CS 並びにホワイエを中
心とした施設内の OS に関する滞在者の利用
意識を分析した。 

 
 
 
 (4)  (2)の施設内の OS滞在者の中から公演

時に鑑賞者として来館してもらう被験者を
選定し、同一の施設において、公演時にも鑑 

図１ 調査対象５施設の平面図 
 



 
表２ 設計者・施設管理者に行ったヒアリン

グ結果一覧 
賞者の立場から見た施設の利用意識並びに
利用場所・空間に対する印象評価などについ
て、紙面によるアンケート調査（及び補足的
にインタビュー）を行った。そのデータから、
CS 並びにホワイエを中心とした施設内の OS
に関する滞在者の利用意識の公演時と公演
時外の違いを分析した。調査対象の候補とし
て、公立文化ホールの開放性が徐々に話題に
なりだした 1990 年 1 月から 2007 年 12 月ま
での雑誌「新建築」に掲載された公立文化ホ
ールのうち、CS とつながりを持ったホワイエ
がある施設を抽出した。その中から実際に公
演時外にホワイエを開放しており、電話や紙
面によるアンケートの他、現地での予備見学
を実施した上で、公演時外の施設内の OS に
日常的にある程度の滞在者がいるという情
報を得た 5 施設を調査対象とした（表１、図
１）。それらは、調査時点において、竣工後
数年以上経過した一定の落ち着きを持った
施設であり、CS とホワイエの空間的なつなが
り方や仕切られ方、メインエントランスとホ
ワイエが同じレベルか否かなど、ホワイエを
OS として開放している公立文化ホールの典
型的なパターンが含まれているという意味
でも、調査対象として妥当と判断した。ここ
で、公演時外の調査日の選定に当たっては、
劇場・ホールでの有料公演や大規模な無料イ
ベント等が行われていないこと、またホワイ
エを含む施設内の OS で特別な活動・イベン
トが行われていないことに留意し、各施設と
も延べ 3日間 (平日 2日と土日 1日)調査した。
調査方法としては、上述した様な観察・記録
調査と、利用実態や利用意識並びに場所・空
間に対する評価に関する紙面によるアンケ
ート調査を行った。後者は、目視ではあるが、
中学・高校生、若・中年層、老年層及び性別
に関して、全滞在者に対する各々の割合に配
慮した標本調査とした（表３）。なお、公演
時調査は、公演時外の滞在者数の多い KAN・
KIT・CHI の 3 施設とした（表５）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 ４．研究成果 
 以下に示す様な、施設内 OS の利用者空間

の建築計画に関する有効な知見を得た（公演
時外：(1)～(10)、公演時：(11)～(12)）。 

 
 
 (1) 既往研究でも述べられている様に、図

書コーナーや図書機能のある情報ラウン
ジ・コーナーが、多くの滞在者に利用されか
つ長時間滞在の場所・空間となっていること
が、本研究でも確認できた（図２）。 

 
 
 
 
 (2) 滞在者数と座席数に相関があり、机と 
 椅子が多く存在する場所・空間では、周辺諸

室利用の前後・合間の会話、休憩と中高生の  
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生涯学習センターや公
民館を中心に活発に行
われてきた市民の文化
活動の発展に際し、よ
り多様で高度な活動が

できる施設、また優れ
た文化・芸術が鑑賞で
きる施設。市民が主体
的に活動できることを
基本に、ホール機能の
充実はもとより、創造
機能の充実や市民の文
化活動を専門家が支援
する組織体制の確立
や、人や情報の交流の

場の充実などを特色と
した日常性の賑わいを
つくることを目的とし
た文化創造施設。

旧市民会館の老朽化と
移転の必要に伴い、そ
れに代わる県内の舞台
芸術振興の拠点として
の施設。完成されたも

のを発表するホール機
能だけでなく、当時市
内に少なかった練習施
設を併設し、練習から
舞台発表まで一貫した
活動ができる施設。風
土的に厳しい冬でも、
のびのびと文化活動が
できる場として、日常
的な文化活動を地域に

浸透させつつ、芸術を
核とした自由でゆるや
かな人的関係性を形成
できる施設。

文化センターは、県央
地域全体の文化振興拠
点機能を有するととも
に、市民が質の高い芸
術・文化に触れ合うこ

とのできる施設。特色
あるホール機能等、市
民の文化・芸術活動の
拠点となる施設である
ことはもとより、隣接
する公園との一体的な
活用の他、文化的諸活
動を通して心のふれあ
いができる施設。

県東部に比べ開発が遅
れていた県西部再興の
中核を担う公立文化施
設。先行していた美術
館の整備計画に、県民

文化会館の老朽化等か
ら、ホール機能も複合
することとなった。多
様で質の高い美術・音
楽・演劇などが鑑賞で
きる美術館及び劇場・
ホールを中心としてい
るが、市民の文化創造
機能も複合している。
また、美術館と劇場・

ホールを緩やかに結び
市民が気軽に利用でき
る交流スペースなどを
持った施設。

旧市民会館の老朽化に
よる建て替えに際し
て、周辺の既存の文
化・生涯学習施設と役
割分担をし、ホール機

能の他に美術館と図書
室等も備え駅前広場と
あわせて中心市街地再
開発の核となる文化施
設。市民の生涯学習や
地域文化創造の交流拠
点として、文化や芸術
を単に鑑賞するものと
してではなく、自らが
つくりだしていこうと

する理念や、複合した
館の施設群が相乗して
市民の集いの広場とな
る施設。
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設置目的にある多様な
総合学習機能に応える
多目的な拠点施設とす
るために、人と人、人
と情報、情報と情報の

交流の場となる機能の
中核施設である市民情
報館機能（各種講座の
ためのスペースの他、
市民参加を支援するス
ペース、芸術文化情報
ライブラリーなど文化
活動や公共施設の情報
を得ることのできる機

能）を施設の中心に据
えた。1階の事務室から
管理しやすい位置に、
公演時外に開放するホ
ワイエも含めて気軽に
利用やすい機能を配置
し、ある程度目的を
持って訪れる機能を２
階・地階に配置した。

舞台芸術を製造する工
場があり、日常的な稽
古、ワークショップな
ど市民の舞台創造の拠
点たる機能を有する施

設たが、誰でも気軽に
立ち寄りたくなる公園
のような自由空間を街
に開き、アートにかか
わるあらゆる活動が、
等価に展開できるよう
にすることで、人々の
意識を開放し、多様な
生き方・価値観を認め

合い、選択・交換でき
る場を施設の中心に据
えた計画とした。コモ
ンスペースは、インド
アパーク化したワン
ボックス空間とし、街
のように「見る・見ら
れる」の関係がある都
会的で自由な雰囲気と

した。

近隣の住宅地に配慮し
ながら、舞台芸術を鑑
賞する施設としての非
日常性を演出すると同
時に、日常利用という

観点からは公園との関
係を重視した設計とし
た。小ホール・ギャラ
リー・レストランと
いった市民利用の高い
機能は、公園から利用
しやすい様に南側の公
園との境界に沿わせた
配置として、それらを

コモンスペースでつな
ぐ設計とした。その
他、会議室群をまとめ
て3階に、練習室は、多
く求められなかったが
リハーサル室（場合に
よっては、練習室とし
て貸出）とあわせて１
階に、機能別に明確に

配置した。

設置目的にあった施設
として、美術館は展示
物、大・小ホールは貸
出にも無理がなく本格
的な舞台芸術の鑑賞が

できることを基本とし
た。日常利用として
は、スタジオや多目的
ギャラリーでの文化創
造活動の場、回廊・中
庭・テラスでの自由な
活動・交流の場、情報
コーナー・図書コー
ナーでの文化芸術に関

する情報提供の場を考
えた。美術館機能と
ホール機能をつなぐも
のとして、回廊及び回
廊で囲まれた中庭を配
置計画の中心とし、そ
こを市民が気軽に寄り
付ける交流スペースと
した。

人々が何気なく集ま
り、自己を表現し、互
いに他の人々を眺めな
がら思い思いに時を過
ごすことのできる「都

市の広場」を目指して
設計した。館の内部か
らは館の外部への
ショーケースとしての
提案をし、また館の内
部どうしでは互いの領
域の活動を日常的に見
せることでの相乗効果
を意図した。図書コー

ナーは、電車待ちや送
り迎えの待ち時間の利
用をはじめ、日常利用
を意識して駅の最も近
くに配置し、マルチ
ホールは、市民の文化
創造活動での利用をも
視野に入れた計画とし
た。
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諸室面積の増大でオー
プンスペース面積は小
さくなったが、多くの
人が、鑑賞活動、創造
活動、情報収集活動、
交流活動で長時間生活
することを期待する施

設であることから、各
所に出会いと交流の憩
いの場を創出し、気軽
で居心地の良い場所・
空間であることを重視
した。広場やテラスも
その一部と考えた。市
民を出迎える１階ロ
ビー空間は、様々な諸
室・機能を利用する人

による賑わいも意識し
て計画した。

住宅からそのまま来ら
れる散策路を引き込む
ように、各所にエント
ランスを配置し内部の
テラス（コモンスペー
ス）に結束させ、周辺
住宅地の公園ともなる

施設とした。様々なレ
ベルに配置したデッキ
を階段でつなぐこと
で、視線の交わりを意
識し、テラス（コモン
スペース）各所に椅子
と机のセット、樹木を
配し、公園のようにど
こでも読書したり、語
り合える場として計画

した。

コモンスペース（特に
エントランスロビー）
の面積が極めて小さい
プログラムであったこ
とから、ホワイエも含
めて機能別に細分化す
るのではなく一つの空

間とすることを意識し
た。それでも日常的な
滞在スペースを十分確
保するのは難しいと考
え、市民利用の多い公
園との関係性を重視
し、公園からホワイエ
（オープンスペース）
に直接出入りできる扉
を設け、公園とそれら

の自由な往来や相互利
用を考えた。

市民の自由な活動・交
流の場として回廊で囲
まれた中庭を中心に据
え、正面の他に2方向に
小さなエントランスを
設け、気軽に散策や休
憩ができる回廊や中庭

への寄付きを考えた。
回廊に主要動線を巡ら
し、各々の諸室・機能
をまとめたが、美術館
やホールの芸術鑑賞空
間としての雰囲気も重
視し、必要以上の開放
や複合はしかった。椅
子は、日常利用と公演
時をあわせて考え、

大・小ホール前の回廊
に多く配置した。

主階は、図書コー
ナー、マルチホール、
美術館、レストランを
ぐるりと配置しそれら
をつなぐ共通のロビー
を計画した。ロビー
（コモンスペース）や

ホワイエを細分化して
各々の機能に付属させ
狭く専門的になるので
はなく、一つにまとめ
真ん中に区切らず相互
乗り入れを意識して配
置し、互いの来館者ど
うしが触れ合う機会を
期待した。中庭やテラ
ス、２階のコモンス

ペースやホワイエも市
民が自由に出入りでき
る場所・空間とした。

各
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で
特
徴
的
な
こ
と

中高生等の勉強・自習
による利用に偏らない
様な家具（机の形）と
したが、飲食可能とす
る関係で数はある程度
配置した。使い勝手に
よって利用者が自由な
位置に移動できる可動
家具を積極的に選択し

た。あらゆるスペース
が市民の創作活動のた
めの下地となって打ち
合わせ、掲示、休憩等
に使えるような機能性
と快適性を持つものと
した。

練習に打ち込める場と
息抜きのできるフリー
スペースを、ワンセッ
トにして施設全体に配
置している。テラスに
は多様な活動形態に対
応できるよう可動型家
具を配し、階段や柱、
フローリング、レベ

ル、植栽等様々な建築
的要素によりムラのあ
る多孔性空間をつくり
出し、人々の滞留志向
を促す場を仕組んだ。

当時は施設周辺に無
かったチケットセン
ターを情報コーナーと
あわせて計画し、日常
の施設利用を促す計画
とした。ギャラリー
は、市民の気軽な展示
空間としての他、ホワ
イエから連続するコモ

ンスペースの延長空間
でもある。会議室群の
コモンスペースは、会
議時の休憩の他、大会
議室でのレセプション
時のホワイエの機能を
持つ。

スタジオ1（大）は、市
民による文化創造活動
等の日常利用やイベン
トにも対応できる様に
回廊に面して配置。回
廊と中庭の間の軒下空
間には椅子を配置し、
滞在スペースとしてや
中庭でのイベント時の

有効利用を考えた。チ
ケットセンターを情報
コーナー・図書コー
ナー・ミュージアム
ショップ近くに計画
し、日常の施設利用を
促している。

図書コーナーは図書館
の分室であるが、ブッ
ク・ディデクション・
システムのない気軽に
利用できる図書コー
ナーとした。コモンス
ペースは、ホールのホ
ワイエにも、ギャラ
リーのエクステンショ

ンにも、時には借り出
した本の閲覧スペース
にも、そして日頃はそ
れらのどれでもない
人々が何気なく過ごす
スペースとして計画。
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主劇場のホワイエは、
イベントなど貸出が出
来る様な独立した場
所・空間にしたい意識
はあったが、大通り沿

いにレストランを配置
したいことや面積的に
余裕が無いこともあ
り、コモンスペースか
らレストランへの内部
通過動線としても設計
した経緯がある。それ
と相俟って、公演時外
には主劇場のホワイエ

を自由に利用できる様
に開放できる計画とし
た。

大中ホールのホワイエ
は、共用部分と一体化
し、誰でも自由に全館
を散歩できるように計
画。公演時外は、中

ホール側面の「ステッ
プホワイエ」を客席と
して、ミニパフォーマ
ンスやミーティングな
どの利用を意識した。
大中ホールの側壁をガ
ラスで構成し、練習室
群やコモンスペースと
視覚的に連続させ、観

客と練習室との心理的
な出会い、一体感の誘
発を意図している。

コモンスペース（特に
エントランスロビー）
か極めて少ない面積プ
ログラムであったの
で、大・小ホールのホ

ワイエを開放し、エン
トランスロビー・情報
コーナー・ギャラリー
と共に相互利用できる
計画とした。大ホール
のホワイエを家具で緩
やかに区切り、大ホー
ルでの公演時の小ホー
ルと歴史民俗資料コー

ナーへの動線を確保。
面積の狭さや避難計画
上、机は配置していな
い。

市民に開かれた公立文
化施設としても意識し
てもらいたいこともあ
り、実施設計の終盤に
大ホールのホワイエに

関しては、公演時の非
日常性は重視しなが
ら、公演時外にも比較
的簡単に市民が自由に
出入り出来る様に開放
できる設計とした（開
放するか否かは運営管
理に委ねた）。また、
大ホールのホワイエで

イベントが行なえるこ
とも想定した。

マルチホールのホワイ
エはロビー（コモンス
ペース）と一体と考
え、公演時は床下から
ポールを出し区切る。

マルチホールのホワイ
エ側の壁を開いてコモ
ンスペースや中庭と一
体的に利用することも
想定して、ホワイエに
家具の積極的な配置は
控えた。また、マルチ
ホールのホワイエとコ
モンスペースの境界と

美術館機能の結節点
に、多目的利用のでき
るカウンターを設け
た。
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「文化・芸術の中核拠
点づくり」「人と情報
の交流拠点づくり」
「文化を活かしたまち
づくり」が主となる

が、特に07年度から、
「芸術の殿堂」ではな
く「人間の家」を目指
すことを宣言し、一部
の芸術愛好家のための
施設ではなく、全ての
市民を視野に入れた
サービスを提供し、施
設に人を集めることに

注力している。

市民文化活動が盛んな
地域であることから、
日常的な練習創作活動
を最重視しつつ、様々
な目的で訪れる人々の

流れを極力分類分離せ
ず受け入れて、市民の
新たな接触・交流に期
待する。市民からの
様々な要望に対し禁止
事項は極力少なくし
て、出来る限り自由な
活動を受け入れてい
る。

2階の事務室から目視で
きるコモンスペースと
警備員の巡回等で監視
できるコモンスペース
は、市民利用を考え基

本的に自由な出入りを
許可して22時まで開放
（チケットセンターは
18時まで）。3階の会議
室群や1階の練習室・リ
ハーサル室も、事務室
のある2階と異なる階に
あるが、22時まで開
放。

美術館は４つの展示室
での展示品の鑑賞、
大・小ホールは貸館と
しての貸出に無理がな
く、本格的な舞台芸術

の鑑賞ができることを
基本としている。静寂
さを基本とする美術館
と、賑わいを重視する
ホール機能・交流ス
ペースの共存は、難し
い面を持つが過度に分
離せずに運営・管理を
行なっている。チケッ

トセンターは18時ま
で。

主階のコモンスペース
は、事務室から目視し
やすいため自由に利用
できる空間としている
が、2階のコモンスペー

スは目視しにくいため
防犯上の理由から自由
な出入りは禁止してい
る。なお、防犯上の理
由からイベントスペー
スとスロープ下の大き
いトイレは、図書室
（コーナー）と同じ19
時で閉鎖。
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オープンスペースにお
ける飲食は自由とし、
隣接する諸室・機能の
利用者との間で問題に
なっていることもない
ことから、中高生等の
勉強・自習に関しても

規制していない。家具
の移動についても、多
少であれば原状回復を
条件に規制しないこと
としている。コモンス
ペースとテラス・広場
の関係も出来るだけ自
由な出入りを意識して
いる。

オープンスペースにお
ける飲食は自由。中高
生等による勉強・自習
に関しては、基本的に
許可しているが、隣接
する諸機能を使用する
利用者に影響が出てい

る場所では、立看板に
より勉強・自習を自粛
してもらう措置をして
いる（本研究の調査時
点では、情報コー
ナー、カフェテラス、
キッズルーム前）。

オープンスペースにお
ける飲食は自由。椅子
のみの配置を基本とし
ているのは、机をおけ
る程スペースに余裕が
ないことと、（通学路
と）施設立地の関係等

もあり、中高生等の勉
強・自習するスペース
の要望も少ないため。
エントランスロビーの
面積が小さいため、公
演時に他のコモンス
ペースへの人の溢れ出
しに注意している。

美術館ロビー・総合案
内所付近・机のある情
報コーナーでは、文化
芸術に関する情報収
集・学習等を主たる目
的とした場とするため
に、中高生等の勉強・

自習による長時間利用
は許可していないが、
美術館側回廊を除く3つ
の回廊・中庭・大ホー
ルのホワイエに関して
は許可している。飲食
に関しても、勉強・自
習の許可と同様の扱
い。

開館当初は、ロビーに
も机を取り囲んで椅子
を配置していたが、椅
子でくつろぐ利用が目
立ったことや好ましく
ない勧誘活動等が行な
われることもあり、現

在机は配置していな
い。原則的にオープン
スペースにおける飲食
は禁止している（イベ
ントスペース・駅側広
場は可）。中高生等の
勉強・自習は特に規制
はしていない。
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主劇場のホワイエは、
レストランへの内部通
過動線になっているこ

ともあり貸館として貸
出している以外は開放
している。事務室から
目が行き届くこともあ
り、コモンスペース的
に扱い、出入りについ
ては規制はしていな
い。

大ホールのホワイエ
（ステップホワイエを
除く）は、死角になる

場所・空間のため現在
は公演時外でも閉鎖。
中ホールのホワイエ
は、他のコモンスペー
スや駐車場から目視で
きこととトイレ利用を
考慮し開放している。

事務室から目視出来な
いこともあり、公演が
ない日は18時にホワイ

エを閉めている（歴史
民俗資料コーナーや小
ホールも同時）。ホワ
イエ(オープンスペー
ス）の公園側扉は、防
犯上や床の汚れの問題
から現在は出入り禁
止。

大ホールのホワイエ
は、公演時外には全く
利用されない閉ざされ

た大空間になる。そこ
で、市民に施設内の多
くの空間を知ってもら
うためにも、公演時外
や自主事業の際も可能
であれば開放。貸出時
は主催者の考えを最優
先。

マルチホールのホワイ
エは、公演時外にはコ
モンスペースと一体と

して市民に開放してい
る。ただし、マルチ
ホールの2階のホワイエ
は、防犯上の問題から
開放していない。ま
た、公演時の物販は、
ホワイエのみで許可し
ている。
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勉強による滞在者も多い。特に、机が使用で
きる座席がある場所・空間は、勉強による利  

い諸室周辺の CSではそれらが混在している。 用が長時間滞在になる傾向で、市民利用が多 



  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
図２-２  施設内のオープンスペースの場

所・空間ごとの記録された人数・
滞在人数及び主な行為 

図２-１ 施設内のオープンスペースの場
所・空間ごとの記録された人数・
滞在人数及び主な行為 

  
(5) KAN・KIT・CHI タイプ（CS 利用目的で
の来館割合も高い・ハードリピーターも多
い・滞在者も多く長時間滞在）と、KOU・SHI
タイプ（CS 利用目的での来館割合や来館頻度 

(3) 中高生の勉強が施設内の OS利用の大き
な需要である一方、他の利用者への影響や施
設の設置目的を鑑み、CS でも施設管理者が部
分的に制限するなど、利用者属性が偏らない
計画・運営も大切である（図２-１、図２-２）。 は前タイプよりは低い・滞在者も比較的少な

く滞在時間も短い）タイプに大別された。こ
れらは、施設の設置目的や管理運営方針に関
係するところも大きい（図３）。 

(4) メインエントランスからフロアを異に
して、やや空間的に奥まった場所では、勉強
や会話といった行為で長時間滞在をする傾
向にある。また、デッキやテラスの様な半屋
外の場所・空間は、喫煙のみならず、会話、
休憩、飲食などの場所としても機能している。 

(6) 施設内 OS は、概ね施設の設置目的、設
計者の設計意図、施設管理者の管理運営方針
にあった利用がされていることから、施設内



 OS 利用の利用実態には、立地条件と需要分析
をふまえたプログラム（設計与条件にもな
る）が重要な役割を持つと考えられる（表４）。 

表４ 滞在者の普段の施設来館目的と 
利用諸室・場所 

 (7) 設計時には自由な利用を想定している
施設内の OS の場所・空間を、管理運営者が
利用を制限している場合がある。その主な要
因は、施設管理者はじめ他の利用者からも目
が行き届かないことである。 

 
 
 
 
 (8) 普段の利用で、有料公演の鑑賞を中心

とした劇場・ホールを来館目的とする割合が
低くても 26.7％であることから、施設内の
OS 滞在者は、劇場・ホールでの公演にも関心
を持っていると云える（表４）。 

 
 
 
 
 (9) 滞在者が場所・空間を選択する要因と

しては、気軽な寄り付き易さや開放的な印象、
作業性に関しては、机の大きさや明るさが適
度なことが多い。また、ホワイエを選択する
要因としては落ち着きが多く、他の CS 滞在
者が気にならないといった項目も挙げられ、
利用者の少なさが逆に選択する要因になっ
ているとも云える。 

 
 
 
 
 
 
 
 (10) 各施設とも公演時外のホワイエの開

放に関する認知度は低いが、これは普段利用
する CS とホワイエの位置関係によるところ
も大きい。また、ホワイエに近接する他の CS
空間と比較して、利用するのに遠慮がちでホ
ワイエの利用意識は概して低い。但し、CS と
つながりを持つことで一定の利用が得られ
ており滞在時間も比較的長い。 

 
 
 
 
 
 
 

  
  
表３ 年齢層別の滞在者数とアンケート  

来館目的
劇場・

ホール部
ホワイエ

オープン
スペース

練習・
創作・

会議室群
美術舘 レストラン その他 合計

休憩　 2.4(0.0) 16.7(2.4) 2.4(0.0) 21.5(2.4)
待ち合わせ 2.4(0.0) 4.8(2.4) 2.4(0.0) 9.6(2.4)
勉強・自習 42.9(40.5) 42.9(40.5)

読書 9.5(4.8) 9.5(4.8)
有料公演の鑑賞 19.0(7.1) 2.4(0.0) 21.4(7.1)

無料イベント 11.9(4.8) 11.9(4.8)
講習会（セミナー） 4.8(2.4) 4.8(2.4)

練習・稽古 19.0(11.9) 19.0(11.9)
会議・打ち合わせ 4.8(2.4) 4.8(2.4)

展示物の鑑賞 4.8(4.8) 4.8(4.8)
飲食　 4.8(0.0) 4.8(2.4) 9.6(2.4)

情報収集 16.7(9.5) 16.7(9.5)
その他 4.8(0.0) 2.4(2.4) 2.4(2.4) 9.6(4.8)

小計 35.7(11.9) 4.8(0.0) 100.0(64.4) 33.3(19.1) 7.2(2.4) 4.8(2.4) 185.7(100.0)

休憩　 22.7(9.1) 22.7(9.1)
待ち合わせ 4.5(0.0) 4.5(0.0)
勉強・自習 4.5(2.3) 29.5(27.3) 6.8(0.0) 40.8(29.6)

読書 4.5(2.3) 4.5(2.3)
有料公演の鑑賞 29.5(9.1) 4.5(0.0) 34.0(9.1)

無料イベント 9.1(2.3)   9.1(2.3)
講習会（セミナー） 2.3(0.0) 11.4(4.5) 13.7(4.5)

練習・稽古 9.1(9.1) 2.3(0.0) 45.5(25.0) 56.9(34.1)
会議・打ち合わせ 2.3(0.0) 9.1(2.3) 11.4(2.3)

展示物の鑑賞 2.3(0.0) 2.3(0.0)
飲食　 2.3(0.0) 6.8(0.0) 9.1(0.0)

情報収集 2.3(2.3) 2.3(2.3)
その他 6.8(0.0) 9.1(4.5) 2.3(0.0) 18.2(4.5)

小計 50.0(20.5) 4.5(2.3) 79.5(41.0) 86.4(36.3) 6.8(0.0) 2.3(0.0) 227.3(100.0)

休憩　 9.5(9.5) 19.0(0.0) 28.5(9.5)
待ち合わせ 4.8(0.0) 4.8(0.0) 9.6(0.0)
勉強・自習

読書
有料公演の鑑賞 57.1(42.9) 57.1(42.9)

無料イベント 28.6(9.5) 28.6(9.5)
講習会（セミナー） 4.8(0.0) 4.8(0.0)

練習・稽古
会議・打ち合わせ 4.8(4.8) 4.8(4.8)

展示物の鑑賞 9.5(4.8) 9.5(4.8)
飲食　 9.5(4.8) 9.5(4.8)

情報収集 4.8(0.0) 14.3(4.8) 19.1(4.8)
その他 19.0(14.3) 19.0(4.8) 38.0(19.0)

小計 85.7(52.4) 9.6(0.0) 57.1(33.4) 9.6(4.8) 9.5(4.8) 38.0(4.8) 209.5(100.0)

休憩　 4.3(0.0) 26.1(13.0) 21.7(8.7) 52.2(21.7)
待ち合わせ 4.3(4.3) 4.3(4.3)
勉強・自習 4.3(4.3) 4.3(4.3)

読書 4.3(4.3) 4.3(4.3)
有料公演の鑑賞 52.2(30.4) 52.2(30.4)

無料イベント 8.7(0.0)  8.7(0.0)
講習会（セミナー） 4.3(0.0) 4.3(0.0)

練習・稽古 8.7(0.0) 4.3(0.0) 13.0(0.0)
会議・打ち合わせ

展示物の鑑賞 21.7(8.7) 43.5(21.7) 65.2(30.4)
飲食　 8.7(0.0) 8.7(0.0)

情報収集 8.7(4.3) 8.7(4.3)
その他 4.3(0.0) 4.3(0.0) 8.7(0.0)

小計 73.9(30.4) 4.3(0.0) 52.2(30.2) 26.1(8.7) 43.5(21.7) 8.7(0.0) 26.1(8.7) 234.8(100.0)

休憩　 20.0(10.0) 3.3(3.3) 23.3(13.3)
待ち合わせ 16.7(10.0) 16.7(10.0)
勉強・自習 23.3(20.0) 23.3(20.0)

読書 36.7(33.3) 36.7(33.3)
有料公演の鑑賞 20.0(6.7) 20.0(6.7)

無料イベント 6.7(3.3) 3.3(0.0) 10.0(3.3)
講習会（セミナー）

練習・稽古
会議・打ち合わせ

展示物の鑑賞 13.3(6.7) 13.3(6.7)
飲食　 20.0(0.0) 20.0(0.0)

情報収集 3.3(3.3) 3.3(3.3)
その他 3.3(0.0) 3.3(3.3) 6.7(3.3)

小計 26.7(10.0) 3.3(0.0) 100.0(76.7) 16.6(6.7) 20.0(0.0) 6.7(6.7) 173.3(100.0)
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   回答数及び割合 (11) SHI以外は 20％以上が有料公演時には
CS を利用していないことや、KAN ・KOU では 
60％以上が公演時外の日常利用とは違う意
識で利用するなどから、公演時外の CS の主
な利用空間とホワイエの位置関係や面積が、
公演時の CS 利用意識・空間に影響している
（図４、図５）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男 女 男 女

38 42 26 21

4(10.5%) 5(11.9%) 3(11.5%) 3(14.3%)

70 120 79 105

7(10.0%) 12(10.0%) 8(10.1%) 12(11.4%)

77 59 108 61

8(10.4%) 6(10.2%) 11(10.1%) 7(11.4%)

185 221 213 187

19(10.3%) 23(10.4%) 22(10.3%) 22(11.8%)

男 女 男 女 男 女

3 5 11 21 30 24

1(33.3%) 2(40.0%) 4(36.3%) 6(28.5%) 4(13.3%) 3(11.9)

39 17 15 19 47 42

10(25.6%) 5(29.4%) 5(33.3%) 6(31.6%) 6(12.8%) 5(12.8)

3 5 0 8 57 47

1(33.3%) 2(40.0%) 0(0.0%) 2(25.0%) 6(10.5%) 6(12.8%)

45 27 26 48 134 113

12(26.7%) 9(33.3%) 9(34.6%) 14(29.2%) 16(11.9%) 14(12.4%)

KAN KIT

42(10.3%) 44(11.0%) アンケート回答人数

滞在者数

男女小計

13～18歳

406 400

中学・高校生

18～60歳

若・中年層

60歳～

施設名

性別

老年層

CHI

23(31.1%)21(29.2%) 30(12.1%)

2477472

SHIKOU  
 
 
 
 
 
 
図４ 公開時外と有料公演時のコモンスペ

ースの利用意識について 
 
  
  
 
 
 
 
 
図３ 滞在者の施設来館利用頻度 
 

 
 
 
 
 
 
 
図５ 有料公演時のコモンスペースの 
   利用場所・空間の選択 



 (12) 公演前後のホワイエ付近のCSでは、観
客・聴衆と公演に関係ない施設利用者が混在
する場所・空間があり、鑑賞者に日常的で見
慣れた印象を与えることも多い。また、公演
時は公演時外では、同じ場所空間で同一被験
者であっても受ける印象やその要因に違いが
ある（図６）。 

＜注釈＞ 
１）本研究では、オープンスペースを「コモンスペース」
＋「公演時外に開放するホワイエ」＋「半屋外のデッキ
やテラス」＋「中庭・広場・公園」と定義。また、施設
内のオープンスペースは、上記から「中庭・広場・公園」
を除いた空間・場所とした。 
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図６ 公演前の施設内 OS の滞在の状況 

（被験者が撮影した公演前の気になる
ところ） 
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図６ 公演前のホワイエ付近の CS の滞在の
状況及び被験者が撮影した日常的・非
日常的な箇所 

 
 
 
 


